











氏     名 大井 亜由美 
A学 位 の 種 類       EA 博士（障害科学） 
A学 位 記 番 号       EA 博甲第  ８６３９  号 
A学位授与年月       EA 平成 ３０年 ３月 ２３日 
A学位授与の要件       EA 学位規則第４条第１項該当 
A審 査 研 究 科       EA 人間総合科学研究科 
A学位論文題目       EA 自閉スペクトラム症児の視覚情報処理における全体－局所優
位性に関する研究 
 
A主 査       EA     筑波大学准教授 博士（心身障害学） 岡崎 慎治  
A副 査       EA   筑波大学教授 博士（教育学） 園山 繁樹  
A副 査       EA   筑波大学准教授 博士（医学） 塩川 宏郷  


















を設定し行動成績が比較検討された｡その結果、 ASD 児は TD 児に比べ局所優位の情報処理であること、
ASD 児の局所優位処理は刺激全体の提示サイズの影響を受けないことが明らかにされた。続いて、注意
の向け方と知覚表象の影響を検討するために、空間周波数フィルタリング処理した顔画像を先行刺激、
原画像を標的刺激としたプライミング課題の成績が検討された｡その結果、ASD 児も TD 児もプライミ
ング効果自体は生じているものの ASD 児では空間周波数の高低に関わらず成績に差がなく、ASD 児は
注意の向け方、知覚表象ともに TD 児に比べ局所優位処理を行っていることを示した。 
第 3 章で著者は、TD 成人、TD 児、ASD 児を対象に階層刺激を用いた選択的注意課題中の事象関連
-２ 
電位を測定・検討している。その結果、TD 成人と TD 児は全体優位処理を行っていること、局所処理
において波形成分の振幅増大と潜時遅延を認め、全体優位処理により局所刺激に対する処理負荷が高ま
ったことが反映されたことを示唆する結果を得ている｡一方、ASD 児では局所処理で波形成分の潜時延
長はあるものの振幅に差がなく、ASD 児では TD 児に比べ局所処理が亢進していることを示した｡ 
第 4 章で著者は、注意の向け方を指定しない分割的注意課題を用いて検討している｡ASD 児、TD 児
ともに遂行成績では全体優位処理も局所優位処理も示さなかった。事象関連電位では TD 児が刺激評価




よる影響を検討している。ASD 児は行動指標上では TD 児と同様に全体優位処理を示すものの、事象関
連電位の結果からは脳内情報処理の処理速度を反映する潜時において局所処理の亢進が示唆される結
果を得ている。加えて受動条件下では ASD 児は TD 児と同様に全体優位処理の脳内処理過程を示す結
果を得ており、意識的処理の有無によって ASD 児の情報処理過程は異なることが示唆された。 























平成 30 年 2 月 2 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（障害科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
